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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を実行可能であり、特定期間に亘って遊技者にとって有利な有利状態に制御可
能な遊技機であって、
　可変表示に関する情報を保留記憶情報として記憶する保留記憶手段と、
　前記保留記憶情報に対応する保留表示と、実行中の可変表示に対応する対応表示と、を
含む可変表示対応表示を表示する可変表示対応表示手段と、
　前記特定期間へ制御されてからの進行状況を示唆可能に表示する示唆表示を行う示唆表
示手段と、
　前記示唆表示が行われているときに、当該示唆表示に関連して、当該示唆表示と異なる
特定表示を表示する特定表示手段と、を備え、
　前記示唆表示による前記特定期間へ制御されてからの進行状況の示唆は、前記特定期間
へ制御されてからの進行状況に応じて示唆態様が異なる、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　（Ａ）可変表示を実行可能であり、特定期間に亘って遊技者にとって有利な有利状態に
制御可能な遊技機であって、
　可変表示に関する情報を保留記憶情報として記憶する保留記憶手段と、
　前記保留記憶情報に対応する保留表示と、実行中の可変表示に対応する対応表示と、を
含む可変表示対応表示を表示する可変表示対応表示手段と、
　前記特定期間へ制御されてからの進行状況を示唆可能に表示する示唆表示を行う示唆表
示手段と、
　前記示唆表示が行われているときに、当該示唆表示に関連して、当該示唆表示と異なる
特定表示を表示する特定表示手段と、を備え、
　前記示唆表示による前記特定期間へ制御されてからの進行状況の示唆は、前記特定期間
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へ制御されてからの進行状況に応じて示唆態様が異なる、
　ことを特徴とする遊技機。
　（１）　特定期間（大当り制御期間、確変制御期間等）に亘って遊技者にとって有利な
有利状態（大当り遊技状態、確変状態等）に制御可能な遊技機（パチンコ遊技機１等）で
あって、
　前記特定期間へ制御されてからの進行状況を示唆可能に表示する（第何Ｒ目のラウンド
期間に滞在しているか、第何回目の変動期間に滞在しているか等を示唆表示する等）示唆
表示（図８－１のＲ回数アイコン画像２３７Ｆ００１の揺動表示、図８－４の確変変動回
数アイコン画像２３７Ｆ００５の揺動表示等）を行う示唆表示手段（演出制御用ＣＰＵ１
２０、図７の大当り中演出処理（Ｓ１７６）、可変表示中演出処理（Ｓ１７２）等）と、
　前記示唆表示が行われているときに、当該示唆表示に関連して、当該示唆表示とは異な
る特定表示（図８－１のＲ群エフェクト画像２３７Ｆ００２の表示、図８－４の確変変動
回数群エフェクト画像２３７Ｆ００６の表示等）を表示する特定表示手段（演出制御用Ｃ
ＰＵ１２０、図７の大当り中演出処理（Ｓ１７６）、可変表示中演出処理（Ｓ１７２）等
）とを備えた。


	header
	written-amendment

